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■第１６８回拡大地方委員会

■３月２日（土）１０時～

■いわき市：生涯学習プラザ

■議題①当面する闘争方針

②その他

第１６８回拡大地方委員会を開催し、

反合理化、組織拡大、２０１３年春

闘等の方針を確立すること

２
０
１
３
年
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
す
る
状
況
下
で
、
国
労
本
部
は
１
月
25
日
に
第
１
８
３

回
拡
大
中
央
委
員
会
を
新
橋
交
通
ビ
ル
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
委
員
会
の

重
要
課
題
は
①
組
織
拡
大
②
２
０
１
３
春
闘
と
労
働
条
件
改
善
③
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
の
構

造
矛
盾
問
題
等
の
鉄
道
の
維
持
、
再
生
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
当
面
の
闘
争
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

第
１
８
３
回
拡
大
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ

に
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

の
地
位
向
上
と
労
働
条
件

の
改
善
、
安
全
・
安
定
輸

送
と
健
全
な
労
使
関
係
の

確
立
、
そ
し
て
、
何
よ
り

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
組

織
の
強
化
・
拡
大
に
向
け
、

全
国
統
一
行
動
で
果
敢
に

組
織
拡
大
に
打
っ
て
出
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

多
く
の
中
央
委
員
か
ら

は
、
原
発
事
故
を
教
訓
と

し
て
、
脱
原
発
を
め
ざ
す

闘
い
は
全
国
に
広
が
り
国

民
の
大
多
数
が
原
発
か
ら

の
脱
却
を
望
ん
で
い
る
。

国
内
の
雇
用
情
勢
は
依

然
厳
し
く
、
失
業
率
は
高

い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
春
闘
で
内
部
留
保
を

切
り
崩
し
、
賃
上
げ
実
施

に
よ
る
国
民
消
費
の
拡
大

を
は
か
る
こ
と
こ
そ
日
本

経
済
再
生
へ
の
道
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
業
務
委

託
・
外
注
化
施
策
を
深
度

化
さ
せ
、
営
利
優
先
の
効

率
化
「
合
理
化
」
を
一
層

進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
三
島
・

貨
物
の
構
造
矛
盾
解
消
な

ど
持
続
可
能
な
交
通
体
系

を
め
ざ
す
政
策
的
課
題
は
、

全
国
単
一
組
織
の
国
労
に

と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
。

安
倍
政
権
は
「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
」
に
向
け

た
改
憲
へ
の
動
き
を
強
め

る
と
同
時
に
「
国
防
軍
」

の
創
設
な
ど
極
め
て
反
動

的
な
動
き
を
急
速
に
強
め

て
い
る
等
と
の
発
言
が
出

さ
れ
、
職
場
を
変
え
、
流

れ
を
変
え
る
た
め
に
大
胆

な
国
労
加
入
を
呼
び
か
け

な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け

た
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
全

組
合
員
が
一
丸
と
な
り
２

０
１
３
春
闘
勝
利
、
反
原

発
・
消
費
増
税
阻
止
の
闘

い
、
政
治
の
反
動
化
を
許

さ
ず
、
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物

会
社
の
構
造
矛
盾
の
解
消

の
為
に
奮
闘
し
よ
う
と
集

約
し
中
央
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
以
降
の
年
金

（
報
酬
比
例
部
分
）
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴
う

措
置
に
関
す
る
申
し
入
れ

政
府
は
、
２
０
１
３
年
度

よ
り
老
齢
厚
生
年
金
の
報
酬

比
例
部
分
の
支
給
開
始
年
齢

が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
「
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
」
の
改
訂
に

よ
り
、
希
望
者
全
員
を
６
５

歳
ま
で
雇
用
継
続
す
る
こ
と

を
企
業
に
義
務
付
け
る
方
向

で
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、

２
０
０
８
年
よ
り
エ
ル
ダ
ー

社
員
制
度
が
導
入
さ
れ
、
希

望
者
を
老
齢
厚
生
年
金
満
額

支
給
開
始
年
齢
ま
で
再
雇
用

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
３
年
度
か

ら
始
ま
る
、
老
齢
厚
生
年
金

の
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開

始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る

制
度
改
正
の
提
示
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
現
行
の

制
度
で
は
、
支
給
開
始
年
齢

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
、
昭
和
２
８
年
４
月
２
日

生
ま
れ
以
降
の
社
員
か
ら
、

収
入
が
著
し
く
低
下
し
、
家

庭
生
活
を
直
撃
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

組
合
と
し
て
は
激
変
緩
和
の

観
点
か
ら
、
報
酬
比
例
部
分

の
支
給
開
始
年
齢
に
至
る
ま

で
、
減
額
分
相
当
額
を
会
社

の
責
任
に
お
い
て
補
て
ん
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始

年
齢
に
至
る
ま
で
、
減
額
分

相
当
額
を
会
社
の
責
任
に
お

い
て
補
て
ん
す
る
こ
と
。

第
１
８
３
回
拡
大
中
央

委
員
会
で
当
面
の
闘
争
方

針
（
組
織
強
化
・
拡
大
の

闘
い
に
つ
い
て
）
が
別
紙

資
料
で
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
本
部
指
令
が
提
起
し
た

意
味
」

国
労
本
部
は
第
８
１
回

定
期
全
国
大
会
の
意
思
統

一
に
も
と
づ
き
、
機
関
で

の
意
思
統
一
を
経
て
闘
争

指
令
一
号
（
２
０
１
２
年

１
２
月
５
日
）
を
発
し
た
。

国
労
本
部
は
組
織
拡
大
に

つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
反

省
と
教
訓
の
上
に
立
っ
て

「
闘
争
指
令
」
を
発
し
た
。

組
織
拡
大
運
動
を
ス
ト

ラ
イ
キ
を
貫
徹
す
る
気
持

ち
で
一
大
闘
争
と
し
て
や

り
抜
こ
う
と
い
う
決
意
の

現
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
指
令
の
重
さ
を
踏
ま

え
て
、
軽
視
し
た
り
不
十

分
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
し
、
全
機
関
で
し
っ

か
り
意
思
統
一
を
行
い
絶

対
や
り
切
る
こ
と
で
あ
る
。

組

織
拡

大

運

動
と

は

、

「
人
を
変
え
、
職
場
を
変

え
る
」
運
動
で
あ
り
、
歴

史
の
法
則
か
ら
見
て
も
困

難
は
常
に
立
ち
は
だ
か
る
。

し
か
し
、
多
く
の
先
輩
た

ち
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
我
々
も
、
困
難
を
乗

り
越
え
、
組
織
拡
大
を
本

格
的
に
実
現
す
る
た
め
に

奮
闘
し
よ
う
。

組
織
拡
大
は
願
望
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
組
織

拡
大
と
は
国
労
が
掲
げ
る

要
求
・
方
針
・
運
動
を
前

進
さ
せ
る
た
め
の
闘
い
で

あ
る
。


